
   

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3 月 1 日、蕨宿そば打ち同好会の指導のもと、そば打ち体験の講座を開催しました。10 名の参加者は、ほぼ

初めての経験で、そば粉の状態から最後は見慣れた蕎麦の形となり、鰹出汁の効いたおつゆで試食もしました。

最初から最後まで非常に楽しまれた、良い一日となりました。 

『そば打ち体験講座』 

『錦町コミュニティ委員会合同懇親会』 

 3 月 7 日、コミュニティ委員会のバス懇親会が開催さ
れ、茨城県の偕楽園・那珂湊おさかな市場・アサヒスーパ
ードライミュージアムに行ってきました。バスの中から
終始和やかなムード。偕楽園で梅を見た後は、市場での海
鮮丼に舌鼓を打ち、その後新鮮な魚介類の買い物、最後に
ビールの工場の広さに驚き、とても楽しいバス懇親会に
なりました。普段交流の無い団体間での懇親会で、錦町の
輪が広がった一日となりました。 

子育て学級 2・3 歳児と保護者の 

『りんごちゃん学級』受講生募集！ 
様々な体験を通して、親子で触れ合い、子どもの

成長や個性を育もう！ 

期 間：５月１３日～１０月７日 

    （原則火曜日 全７回） 

時 間：午前１０時～正午 

対 象：市内在住の令和 4 年 4 月 2 日～ 

令和 5 年 4 月 1 日生まれの子と保護者 

定 員：１５組（先着順） 

参加費：1,000 円 持ち物：飲み物・筆記用具 

会 場：西公民館 ２階集会室 

託 児：兄弟姉妹の託児あります。 

 

高齢者学級 

『ことぶき大学』受講生募集！ 
心のかよう仲間づくり、生きがいの場と 

して、社会の変化に対する生き方・健康・趣

味・教養に関すること、暮らしに関すること

などを学びます。 

期 間：５月１３日～翌年３月１０日 

（火曜日 全１１回） 
時 間：午後１時３０分～３時３０分  

対 象：市内在住で６５歳以上の方  

定 員：５０名（先着順） 

参加費：５００円 

会 場：西公民館 ２階集会室 

 

以下の 3 つの講座の申込みは 
１５日(火)から（土日祝日を除く） 

   午前９時～午後５時 
※参加費を添えてお申し込みください。 

ミニチュア和菓子セットを作ろう！ 

日 時：５月１５日（木）午前１０時～正午 

会 場：西公民館 ２階集会室 

定 員：１２名（先着順） 

※先着 5 名託児あり 

参加費：1,500 円 

持ち物：ウエットティッシュ 

必要な方は、眼鏡・拡大鏡等 

 



♪けろっこぱーく♪

★プレーパーク★ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の発想で 
あそびを考える 

さつき保育園  外遊びを考える会「どろんこの王様」 

 

『かつて子どもだったあなたへ』 

 

『人口密度日本一の市』蕨がそんな街だと知ったのは

小学校 3 年生の社会科の授業だった。その語感の良さも

相まって、なぜか誇らしい気持ちを抱いた記憶がある。 

しかし、無限の体力と想像力を持つ当時の私にとって

は窮屈な街だったのだと思う。整地された小区画に僅か

ばかりの遊具がポツンポツンと点在し、隅に置かれた防

災倉庫の壁には「ボール遊び禁止・大声注意」の文字が

貼り付いていた。 

だから、というか、必然、というか、私は月に数度の

プレーパークの日には心を躍らせながら錦町のあの公

園まで自転車のペダルを踏み続けた。そこには自由が広

がっていることを知っていたから。 

それから十数年の時が経ち、私は大人として子どもと

関わる仕事に就いた。時代は変われども子どもは何も変

わらないと感じる。子どもたちはいつでも自由を愛して

いる。思うままに走り、転び、飛び跳ね、寝転がり、ま

た走る。擦りむいたって構わない。走り、叫ぶのである。

子どもはそんな瞬間がたまらなく好きなのだ。 

ゲームも漫画も面白いし、そういった豊かさも必要だと

私は思っている。しかし、火の熱さも、水の冷たさも、

いろいろなにおいがあることも、自分が登れる限界の高

さがあることも、木よりも竹のほうが切りやすいこと

も、実際に経験しないことには知る由もないのである。 

そんな自由と豊かさを提供し続けよう。その必要性は

皆分かっているはずだ。すべての大人はかつて子どもだ

ったのだから。(ペンネーム りょう) 

 

『おおきくなったね』 

 

 4 年前の 4 月にお家の人と離れる際にたくさん泣

いていた子どもたちが今年度、年長児になりました。

あの頃は、保育園が安心して過ごせる場所とわかるま

で、朝泣いて、給食前に泣いて、お昼寝前に泣いてと

涙涙の 4 月でした。そんな日々を過ごすうちに、少

しずつ笑顔が見られて、楽しい気持ちや嬉しい気持ち

を保育者と共有するうちに、お家の方と離れる際にも

泣かなくなり、いつしかまだ遊んでいたいと帰るのを

渋ることがあるくらい楽しい場所と感じてくれるよ

うになりました。 

 そんなみんなが年長児となり、入園式では代表で歌

のプレゼントをしてくれます。おおきくなったね！ 

 昨年度の年長児は虫が大好きで園庭にどんな虫が

いるか教えてくれたり、小さい子のお世話も大好き

で、自分たちがお昼寝をしなくなると、小さい子のお

昼寝時に優しくトントンと寝かしつけのお手伝いを

積極的にしてくれていました。 

 今年度の年長さんはどんな 1 年を過ごすのか、今

からとっても楽しみです。どんなことにもチャレンジ

して、大好き！と思えることを増やしてほしいなと思

います。そのためのサポートや応援を全力でしていき

たいと思っています。 

 そして新しくさつき保育園に入園してくるお子さ

んたちも初めはきっと新しい環境で、慣れずに不安な

気持ちを抱えている子も多いとは思います。ですが、

だいじょうぶ！保育園にはたくさんの楽しいことが

待っています。たくさん泣いた後は、少しずつ少しず

つ、どの子も笑顔が増えていくような保育を重ねてい

けたらと思います。 
公民館利用団体届出書等の 

提出について 
○提出していただくもの 

・社会教育関係団体活動届出書(緑色）又は 

公民館利用団体届出書(ピンク色） 

【添付書類】①規約・会則  

②令和 6 年度事業報告書 

③令和 6 年度決算書 

④令和 7 年度事業計画書 

⑤令和 7 年度予算書 

⑥会員名簿 

○変更があった場合のみ提出 

・内容変更・取消届（黄色） 

提出期限  ５月末頃まで 
※総会前の場合は終了後速やかに提出ください 


